
2013 年度 研究旅行奨励制度報告書 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
                          15AR084 熊谷奈々 
 



1 
 

1. 目的地 
アメリカ合衆国（ニューヨーク市） 
 
2. 目的 
 ニューヨークはアメリカ合衆国の中でも特に多様な民族や文化を持つ人々が

共存している街である。より多様な民族や文化が集まれば、それだけ民族間、

宗教間の問題もより顕著になる。アメリカ合衆国においては、9.11 の事件が記

憶に新しく、それは多民族・多文化の共存を脅かすような事件であった。そう

した中でも、現在このような環境で人々が共存できているのは、芸術の力があっ

たからではないだろうか。芸術はそこに住む多様な民族が互いを認め合い、共

存するのに役立っているのではないだろうか。 
 テーマに挙げた 5 つは、いずれもニューヨークで暮らす人々と深い関わりを

持つものばかりである。これら 5 つの異なる側面から、ニューヨークにおいて

芸術がどのような役割を果たし、人々の生活にどのように根付いているのか、

そして彼らにどのような影響を与えているのかについて明らかにすることを目

的として調査した。 
 今回の旅行で私が挙げたテーマは「ゴスペル」である。ゴスペルのルーツは、

奴隷制時代に生まれ、黒人奴隷たちの共同体の歌として歌い継がれていった黒

人霊歌である。そして、「神の下では皆平等」というキリスト教のメッセージが

流れるゴスペルは、アメリカ史、そして黒人史においても大きな影響を残すこ

ととなった公民権運動でも利用された。ゴスペルは黒人たちにとって何であっ

たのだろうか。ゴスペルが黒人コミュニティにおいて果たしてきた役割とは何

であるのか。今回の研究旅行では、公民権運動の時代にも注目し、黒人の生活

の様子や文化を学び、彼らの生活とゴスペルとの関係を理解することを目的と

した。 
 
 
3. 日程 

1 月 30 日 福岡―東京（成田）―J.F.ケネディ国際空港 

1 月 31 日 ニューヨーク近代美術館 

2 月 1 日 

MTA 博物館、グッゲンハイム美術館、 

メトロポリタン美術館 
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2 月 2 日 アビシニアン・バプテスト教会（ハーレム） 

2 月 3 日 大雪のため宿泊先待機 

2 月 4 日 国際写真センター、メトロポリタン美術館 

2 月 5 日 

ニューヨーク市立博物館、ホイットニー美術館、 

ギャラリー散策 

2 月 6 日 ナショナル 9.11 メモリアル、書店で文献探し 

2 月 7 日 ショーンバーグ黒人文化研究センター（ハーレム） 

2 月 8 日 ショーンバーグ黒人文化研究センター（ハーレム） 

2 月 9 日 J.F.ケネディ国際空港―ボストン（ローガン） 

―東京（成田） 2 月 10 日 

2 月 11 日 東京（羽田）―福岡 

 

   【メトロポリタン美術館】         【ナショナル 9.11メモリアル】 
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4. 研究成果 

◆黒人教会（アビシニアン・バプテスト教会） 

  

 ＜アビシニアン・バプテスト教会について＞ 

 1808 年、男性 4 名、女性 12 名から 
成るアフリカン・アメリカンのグルー 
プがロウアー・マンハッタンにアビシ 
ニアン・バプテスト教会をつくった。 
「アビシニアン（Abyssinian）」とは、 
昔のエチオピアの名前「アビシニア 
（Abyssinia）」の影響を受けて付けら 
れた名前である。これがニューヨーク 
で最初の黒人教会となった。1922 年 
にハーレム地区の現在の場所に移り、ゴ 
ゴシック・チューダー様式の新しい建物が建てられた。1937 年には教会会員が

7000 人に達し、後に 10000 人を超える会員を抱えるようになった。こうして、

アビシニアン・バプテスト教会はアメリカで最も大きく、影響力のある黒人教

会の一つとなった。1993 年、ニューヨーク市指定歴史建造物に指定された。 
 

  

 観光客に人気のアビシニア

ン・バプテスト教会は、毎週日

曜日には教会の前に行列ができ

ることを聞いていたため、早め

に行くことにした。礼拝は午前

11 時からの予定にもかかわらず、

開始 1 時間前に到着すると、す

でに 10 名ほどの見学希望者が

並んでいた。私たちも列に並ん

だが、次第に人が集まってきて、

最終的には 100 名を超える観光

客が列を作ることとなった。この教会はハーレムで最も有名な教会の一つであ

るということで観光地化している部分もあり、規則が厳しかった。注意事項を

書いた書面は数か国語に対応しており、列に並んでいる間にそれを読んでおく



4 
 

ように言われた。また、開始 20 分くらい前になると教会関係者が出てきて、教

会の中に入る前の注意事項を何度も説明していた。カメラやペットボトル、バッ

クパックなどの大きい荷物は持ち込みが禁止されており、荷物の簡易検査も行

われた。 
 開始予定時刻を 30 分過ぎて、ようやく教会の中に入ることができた。私たち

見学者は 2 階の席に案内された。1 階にはすでに礼拝参加者が集まっており、カ

ラフルな衣装を着ておしゃれをした参加者でいっぱいであった。ステージの前

にはベースやドラム、オルガンが置かれ【図 1】、2 階席の奥には音響担当のよ

うな人もいた。ステージの上の部分にクアイア用のスペースが設けられ、35 名

のクアイアが準備をしていた。 
 

                       ベース 

       

 

        ステージ         

                         

 

                       

                       ドラム 

          オルガン 

                     【図 1】 

              

 約 2 時間の礼拝は説教と講話、讃美歌、そしてゴスペルで成り立っていた。

以下にこの日の礼拝の流れを示す。 
 

祈祷 
↓ 

ゴスペル ♪We’ve Come this Far by Faith 
↓ 
説教 
↓ 

讃美歌 
↓ 
説教 
↓ 
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讃美歌 
↓ 

講話（オルガンの伴奏） 
↓ 

ゴスペル ♪Our Elders 
↓ 

ゴスペル ♪Lift Every Voice and Sing 
↓ 

誕生日のお祝い ♪Happy Birthday to You 
↓ 
講話 
↓ 

ゴスペル ♪Lead Me, Guide Me 
↓ 
講話 
↓ 

ゴスペル ♪The Lord is Blessing Me 
※この間に献金皿が回ってくる 

↓ 
讃美歌 
↓ 
黙祷 
↓ 

ゴスペル ♪Victory is Mine 
 

 この日の礼拝では全部で 6 曲のゴスペルが演奏されたが、これら 6 曲のゴス

ペルを聴いて以下の 3 点に気が付いた。 
・オルガンとドラム、ベースの伴奏でクアイアが歌い始め、礼拝参加者はそれ

に合わせて体を揺らしたり、手拍子をしたりしている 
→曲を知らない見学者も含め、手拍子によって会場全体に一体感が生まれてい  
 るように感じた 
・一人、二人と次第に立ち上がって一緒に歌い出す人が増え、曲の終わりには

多くの人が立ち上がって歌っている 
・手のひらを上に向けたジェスチャー 
→歌うだけでなく身体全体で思いを表現しているように感じた 
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 貸し出された讃美歌・ゴスペル曲集 AFRICAN AMERICAN HERITAGE HYMNAL
で印象的だった表現をいくつか紹介する。 
・”They created new means of expressing that love in their preaching and praying in 
their spirituals and gospel music.” 
→彼らはゴスペルや霊歌、説教、祈りにおいて神への愛を表現する新しい手段

をつくりあげた 
・”They painted, tapped, sculpted, drummed, hummed, sang and shouted, leaving us a 
rich, imaginative legacy.” 
→リズムを描いたり、たたいたり、歌ったり、叫んだりすることそのものが、

黒人コミュニティにおいて豊かで独特な遺産となった 
 
 

◆ショーンバーグ黒人文化研究センター 

 ハーレム地区にあ

るショーンバーグ黒

人文化研究センター

は、ニューヨーク市立

図書館の一部である。

研究者アルトゥロ・ア

ルフォンソ・ショーン

バーグ（Arturo Alfonso 
Schomburg, 1874-1938）
が大量に所蔵してい

た資料が 1926 年に

ニューヨーク市立図

書館に寄贈され、当時

ニューヨーク市立図

書館の分館として機能していた場所に集められた。ショーンバーグの死後、1940
年に彼に敬意を表してニューヨーク市立図書館の分館が名前を変え、ショーン

バーグ黒人文化研究センターとしてスタートした。 
 館内は絵画・工芸品、一般研究・文献、写本・保管図書・稀覯図書、映像・

音楽・写真・印刷物の 5 つのセクションに分けられ、500 万点を超える資料が所

蔵されている。今日、ショーンバーグセンターはアフリカン・アメリカン、ア

フリカン・ディアスポラに関する世界的規模の研究施設となっている。 
 館内の資料はニューヨーク市立図書館のカードを作れば誰でも利用すること
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ができる。利用者の多くは世界各国の研究者や地元の大学生のようであった。

今回、私は文献を探すためにショーンバーグセンターを訪ねた。親切なスタッ

フの方に相談してみると、ある 1 冊の本を紹介してくれた。以下でその文献に

ついて紹介する。 
 
Sanger, Kerran L. When the Spirit Says Sing! : The Role of Freedom Songs in the Civil 
Rights Movement. New York: Garland, 1995. 
 1950 年代終わりから 1960 年代初頭にかけて”We Shall Overcome”や”Keep Your 
Eyes on the Prize”のようなゴスペル曲が、あらゆる巨大集会やデモ行進、会議で

歌われた。子どもから老人まで様々な人がゴスペルを歌い、恐怖や失望を感じ

た時、歓喜の瞬間など歌が歌われる場面も様々であった。 
 黒人たちは自分たちの状況を説明し、差別に抵抗するための手段として音楽

や歌を使った。彼らは自分たちが経験した日々の変化をゴスペルと組み合わせ

て歌っていた。また、歌は公民権運動で恐怖と立ちはだかる敵に立ち向かうた

めの大きな力を参加者たちに与えた。数名の活動家は、歌なしには運動の発展

と成功はなかったとも評価している。公民権運動において歌は最も重要な戦略

の一つであり、不可欠な側面を持っていたのである。 
 
 

◆ニューヨーク市立博物館 

 ニューヨーク市立博物館は、

その当時の写真や絵画の展示か

らニューヨークの歴史を学べる

施設である。1 階には 2012 年 10
月にニューヨークを襲ったハ

リーケーン・サンディに関して、

被災から復興までの様子を写真

や当時のニュース映像から学べ

るコーナーや、特別展示として、

「落書き」からニューヨークの

歴史を学ぶコーナーがあった。また、2 階には「Activist New York」という 
テーマで展示が行われていた。今回、この展示を見るためにニューヨーク市立

博物館を訪れた。 
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Activist New York 
このコーナーは以下の 5 つに焦点を当てて展示されている。 
 ①政治的戦いにおける道具として投票箱を利用したアイルランド系 
 ②非暴力で労働運動や急進的な政治の実践を行ったユダヤ系とイタリア系 
 ③奴隷制や差別に対するアフリカン・アメリカンの戦いの歴史 
 ④都市部におけるゲイや同性愛者の解放 
 ⑤アジアやアフリカ、ラテンアメリカなどからの移民による新しい土地での  
  コミュニティづくり 
 多様な民族が持つ伝統は、最も人が密集し、最も多様で、最も社会的に開け

たこの街で人々が互いに出会う度に混ざり合ってきた。そして多様な人々、文

化が混ざり合う度に問題が起こり、そして運動が起こった。 
 この展示では、それぞれの運動から 14 の出来事を取り上げ、長年ニューヨー

クの人々の力を結集させて取り組んだ様子が紹介されている。それを見ると、

運動は人々の抵抗やデモだけで進んだのではなく、芸術や出版、教育、募金活

動など様々な取り組みが行われたことがわかる。これらの運動は政治的、社会

的範囲を越えた運動であった。 
 現在のニューヨークの豊富な資源（思想やお金、影響力など）の大部分を作

り出したのは活動家たちである。彼らは当時の状況に異議を唱え、ニューヨー

クのために何が一番良いのか議論しあった。ニューヨークをより良い街にする

ために戦った活動家がここで紹介されている。 
 
③奴隷制や差別に対するアフリカン・アメリカンの戦いの歴史 
 ニューヨークは奴隷制に関す

る議論の中心地であった。小規

模だが活動的なグループの廃止

論者たちは、南部の奴隷制を早

急に廃止することを訴えた。彼

らは奴隷たちが北部やカナダに

逃れるのを手助けし、投資や貿

易を通して奴隷から利益を得て

いたニューヨーク市民を公然と

非難した。奴隷制反対を掲げる

新しい政党は西部での奴隷制拡

大を止めるよう大政党にせまっ

た。 
 一方で、ニューヨークは南部とその奴隷制を積極的に擁護する人々が集まる
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場所でもあった。彼らは、奴隷制廃止は国家の経済を脅かし、北部には安い黒

人労働者が殺到するだろうと警告した。そして、廃止論者に対し国家そのもの

を脅かす危険な集団として非難した。 
 1865 年に南北戦争が終わり、ニュー

ヨークの奴隷廃止論者たちはアメリカ

合衆国の奴隷制の終了を祝った。奴隷解

放は南北戦争の結果というより、廃止論

者の圧力によってもたらされたもので、

廃止論者たちは 30 年にわたって、奴隷

制に対する「国家の罪」を訴え続けた。

南北戦争後数十年間、ニューヨークはジ

ム・クロウの街であり、仕事や住宅、学

校、映画館などにおいて大規模な人種差

別が見られた。1943 年、メトロポリタン

生命保険会社は公的資金で建設した新

しい住宅に黒人を受け入れないと発表

した。これに対し、ニューヨークの活動

家たちは法廷で戦った。また、この規則を破り、黒人に自分のアパートを又貸

しする白人の大家もいた。 
 1964 年に公民権法が成立するまでニューヨーク市民は黒人の公民権獲得のた

めに戦った。ミシシッピでは黒人有権者の登録を進め、ワシントンではデモ隊

を組織し、南部を走るバスに関しては人種差別を廃止して共用化した。そして、

ニューヨークでは 20 年の戦いで、雇用や住宅において人種差別を禁止する法律

を成立させた。 
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▲1950～60 年代の公民権運動における変化の

跡をたどったボタン 
                   
                    ▲1948 年 2 月、友和会がマンハッタン 

                       の教会で開催した歌の祭典のチラシ 

 
 
5. まとめ 
 多様な民族や文化が集まるニューヨークの街で暮らす人々は、自分たちの文

化や考え方を積極的に表に出し、それらを互いに受け入れあうことで共存する

ことができているように感じた。そのことは、今回サブタイトルに挙げた 5 つ

の側面からも分かることであるが、日常生活の至る場面で感じ取ることができ

る。なかでも、地下鉄の駅の構内を歩いていると聞こえてくる様々な国の音楽

は印象的であった。そして、文化や考え方を表現する手段として芸術が大きな

力を発揮してきたことがわかった。 
 日曜礼拝を見学した黒人教会では、ソウルフルなゴスペルを聴くことができ

た。説教の中で、”slave”、”segregation”、”freedom”といった単語が頻繁に聞こえ、

黒人教会ならではだと思った。また、礼拝では参加者それぞれが音楽に感情を

乗せ、教会内が次第に一体化していく様子を体験した。ゴスペルは黒人コミュ

ニティにおいて、神への愛や差別への抵抗を表現するのに加え、人々の結束力

を高める役割を担ってきたのである。だからこそ、一人一人の力を合わせ、強

い団結力が求められた公民権運動でも利用されたのであろう。 
 
 今回、実際にニューヨークを訪れ自分の目で見て体験することで、文献から

だけでは得られない情報を手に入れることができました。このような貴重な機

会を与えてくださった先生方、お世話になった方々、ありがとうございました。 



11 
 

＜参考文献＞ 
・塩谷達也『ゴスペルの本：from boom to soul 』ヤマハミュージックメディア、 
 2003 年 
・Carpenter, Delores, et al., ed. African American Heritage Hymnal. Chicago: GIA     
  Publications, 2001. （讃美歌・ゴスペル曲集） 
・Sanger, Kerran L. When the Spirit Says Sing! : The Role of Freedom Songs in the Civil   
 Rights Movement. New York: Garland, 1995. 


